
（
１
）
二
交
替
制
勤
務

の
取
り
組
み

厚
生
労
働
省
は
２
０
１

１
年
6
月
に
「
看
護
師
等

の
『
雇
用
の
質
』
の
向
上

に
関
す
る
省
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
報
告
書
」
を

ま
と
め
、
５
局
長
通
知
を

出
し
ま
し
た
。
こ
の
通
知

は
、
「
看
護
師
等
は
夜
勤

を
含
む
交
替
制
勤
務
等
に

よ
り
、
厳
し
い
勤
務
環
境

に
置
か
れ
、
健
康
で
安
心

し
て
働
け
る
環
境
を
整
備

し
、
雇
用
の
質
を
高
め
る

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
」
と

し
「
看
護
業
務
が
就
職
先

と
し
て
選
ば
れ
、
健
康
で

生
き
が
い
を
持
っ
て
能
力

を
発
揮
し
続
け
る
職
業
と

な
る
こ
と
を
進
め
る
た
め

に
は
、
医
療
行
政
と
労
働

行
政
が
共
通
認
識
を
持
ち
、

関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
勤
務
環
境
の
改
善
等

に
向
け
て
可
能
な
も
の
か

ら
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」

と
し
て
い
ま
す
。

二
交
替
制
勤
務
に
つ
い

て
も
、
日
本
看
護
協
会
の

「
看
護
職
の
安
全
と
健
康

が
、
患
者
の
安
全
と
健
康

を
守
る
」
と
の
基
本
理
念

の
も
と
に
「
看
護
職
の
夜

勤
・
交
代
制
勤
務
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ

た
改
善
が
進
め
ら
れ
て
い

く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。組

合
は
今
後
も
「
組
合

員
の
声
」
を
基
本
に
、
労

働
条
件
の
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

（
２
）
権
利
・
休
暇
制
度

の
取
り
組
み

①

育
児
短
時
間
勤
務

25
年
４
月
か
ら
育
児
短

時
間
勤
務
制
度
が
導
入
さ

れ
ま
す
。
看
護
師
の
代
替

職
員
は
、
年
度
当
初
に
正

規
職
員
で
確
保
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

よ
り
良
い
制
度
と
し
て

定
着
す
る
た
め
に
は
、
利

用
す
る
組
合
員
と
職
場
で

働
き
続
け
る
組
合
員
の
双

方
が
満
足
で
き
る
制
度
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

②

年
休
の
取
得
向
上

病
院
事
業
庁
職
員
の
23

年
度
年
次
休
暇
の
平
均
取

得
日
数
は
、
10
日
以
下
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

知
事
部
局
で
は
13
日
を
超

え
る
平
均
取
得
日
数
と
な
っ

て
い
ま
す
。

病
院
職
場
の
変
則
勤
務

者
は
、
勤
務
表
作
成
時
に

計
画
的
に
年
次
休
暇
の
取

得
を
し
な
け
れ
ば
、
取
得

日
数
は
向
上
し
ま
せ
ん
。

現
場
の
組
合
員
か
ら
は
、

「
師
長
が
年
休
を
取
ら
し

て
く
れ
な
い
」
「
他
の
病

棟
で
は
師
長
が
計
画
的
な

取
得
に
努
力
し
て
い
る
の

に
何
故
、
自
分
の
病
棟
は

で
は
取
れ
な
い
の
か
？
」

な
ど
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

最
低
、
月
１
回
、
年
12

日
以
上
の
年
次
休
暇
の
取

得
を
職
場
要
求
の
交
渉
の

中
で
、
各
所
属
、
病
院
事

業
庁
と
話
し
合
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
３
）
職
場
要
求
・
総
合

要
求
の
取
り
組
み

現
在
、
職
場
要
求
・
総

合
要
求
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
ア
ン
ケ
ー
ト
ま
と
め
」

か
ら
分
会
委
員
会
で
職
場

要
求
に
つ
い
て
討
議
し
、

所
属
長
交
渉
の
要
求
事
項

を
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

「
分
会
要
求
」
と
「
統

一
要
求
」
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
病
院
事
業
庁
と
交
渉

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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県立病院ではたらく仲間をつなぐ

６
月
21
日
に
開
催

し
た
第
11
回
中
央
委

員
会
で
は
、
２
０
１

２
職
場
要
求
・
総
合

要
求
等
、
11
月
の
定

期
大
会
ま
で
の
運
動

方
針
等
を
確
認
し
ま

し
た
。

よ
り
よ
い
医
療
・

看
護
を
め
ざ
し
て
、

人
員
要
求
等
、
職
場

の
改
善
に
む
け
て
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

一
般
経
過
の
報
告
を
す
る

山
本
副
執
行
委
員
長



  

  

今
年
の
医
療
研
は
、
６

月
15
日
～
17
日
、
京
都
で

開
催
さ
れ
、
病
院
組
合
か

ら
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

１
日
目
の
記
念
講
演
は
、

一
橋
大
学
の
渡
辺
治
名
誉

教
授
か
ら
「
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
」
に
つ
い

て
、
２
日
目
は
15
に
分
か

れ
た
分
科
会
と
市
民
講
座
、

３
日
目
は
映
画
作
家
河
瀬

直
美
さ
ん
の
「
震
災
、
い

の
ち
、
つ
な
が
り
（
絆
）
」

と
題
し
た
記
念
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

病
院
組
合
執
行
委
員

兵
藤
恵
美
子
（
が
ん
セ
ン

タ
ー
中
央
病
院
分
会
）

分
科
会
は
、
「
医
療
政

策
と
看
護
労
働
」
。
参
加

者
は
約
70
名
で
し
た
。

「
５
局
長
通
達
」
と
二

交
替
制
勤
務
と
の
矛
盾
や
、

三
交
代
で
あ
っ
て
も
日
勤
・

深
夜
、
あ
る
い
は
準
夜
・

日
勤
と
い
う
、
過
酷
な
労

働
実
態
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
母
性
保
護
の
実
態
と

し
て
は
、
妊
娠
判
明
時
か

ら
本
人
の
申
し
出
が
な
く

て
も
夜
勤
免
除
さ
れ
て
い

る
施
設
が
参
加
者
の
約
半

数
、
申
し
出
が
あ
れ
ば
ほ

ぼ
全
職
場
で
夜
勤
免
除
が

行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

東
京
か
ら
の
参
加
者
の

「
三
交
代
の
解
決
策
は
二

交
替
で
は
な
い
」
と
い
う

言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
全
国
の
施
設
の
経
験

か
ら
多
く
の
こ
と
を
知
り
、

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
有
意

義
な
分
科
会
で
し
た
。

病
院
組
合
拡
大
執
行
委
員

荒
川
清
美

（
城
山
病
院
分
会
）

「
精
神
医
療
・
保
健
・

福
祉
の
改
善
を
目
指
し
て
」

の
分
科
会
に
参
加
し
ま
し

た
。精

神
科
に
勤
務
す
る
他

施
設
の
レ
ポ
ー
ト
報
告
が

あ
り
、
今
後
の
参
考
に
な

る
取
り
組
み
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
国
民
に

広
く
か
か
わ
る
病
気
と
し

て
精
神
疾
患
は
「
５
疾
患
、

５
事
業
」
に
位
置
づ
け
ら

れ
、
精
神
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
一
体
と
な
っ
た
３

６
５
日
24
時
間
、
他
職
種

チ
ー
ム
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

に
よ
る
生
活
を
支
え
る
全

人
的
サ
ー
ビ
ス
を
前
提
と

し
て
、
精
神
保
健
、
精
神

医
療
、
家
族
支
援
の
改
革

が
必
要
で
あ
り
、
時
代
の

変
革
に
か
み
合
っ
た
意
識

改
革
・
発
想
の
転
換
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

2012年６月27日 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №61 (2)

病院職場の協定締結には、多くの問題が
あります。問題の解決を図りながら、締
結にむけてみんなで話し合いましょう。

36協定の届出は誰がどこへするの？
それから、協定は一度だけ届け出
ればいいの？

３６協定は、使用者が労働者に時間外・休日労

働をさせるための法的根拠であるため、届出は使

用者が行います。労働者が届出る必要はありませ

ん。

病院職場は、所轄の労働基準監督署へ届出ます。

また、協定の有効期間は１年間です。１年ごと
締結内容を見直して、時間外・休日勤務を少なく
していくことが必要です。
(1)36協定の締結は時間外勤務の縮減が目的であ

り、更新の都度、時間外勤務時間の縮小を検

討する。

(2)勤務した時間数と支給の時間数が見合ったも

のとなっているか確認をする。

①医師、コメディカルなどの当直（業務を行うため
時間外勤務の扱いとするべき）の扱いの見直し
（２勤務１当直制）

⇒人員増のため職場、所属の理解が必要。
②1日の限度時間が6時間、7時間と長く実際に必要な
のか⇒実態に沿った時間数
＊現在、二次救急などは時間外勤務手当と宿直手

当を支給している。
⇒時間外勤務を6時間命令するのであれば、変
則の二交替勤務とするべきではないのか。

③職種別に限度時間数を決めるべきではないか
⇒一つの部・課に複数の職種ある。

④手当として支払われた時間数が不明
⇒時間外命令簿が給料日までに本人が確認で
きない。

⑤事前命令・事後確認が完全に実施されていない。
命令ではなく自己判断が多い。

⑥事前命令・事後確認を完全に行うこと、手当ては
１００％支給させること。

⑦協定時間数を超えた場合は時間外勤務を行わなかっ

た扱いとなる場合が多い。

日 時 ８月１９日（日）
場 所 長良川（岐阜県郡上市美並町）
募集締切 ８月１日（水）
★参加費、申込み方法等、詳細はチラシを

参照してください。
＜問合せ＞病院組合 ０５２－９５１－４０３６

ワイルドだろ～


